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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
発

令
さ
れ
て
い
た
緊
急
事
態
宣
言
と
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
９
月
30
日

を
も
っ
て
解
除
さ
れ
た
。
新
規
の
感

染
者
数
が
急
速
に
減
少
し
て
い
る
と

は
い
え
、
収
束
が
期
待
で
き
る
状
況
と
は
言
い
難

い
。
３
密
回
避
や
手
洗
い
う
が
い
な
ど
基
本
対
策

を
継
続
し
つ
つ
、
日
常
生
活
を
取
り
戻
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
▼
と
は
い
え
、
秋
は

収
穫
や
行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
来
場

者
数
や
売
り
上
げ
が
低
迷
し
た
道
の
駅
な
ど
の
直

売
所
で
は
、
行
楽
客
の
来
場
に
期
待
し
て
い
る
は

ず
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
販
売
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
コ
ロ
ナ

禍
を
機
に
広
が
っ
た
取
り
組
み
も
併
用
し
、
関
係

者
の
安
全
を
確
保
し
て
ほ
し
い
▼
道
の
駅
は
、
６

月
現
在
で
全
国
に
１
１
９
３
駅
が
開
設
さ
れ
て
い

る
。
１
９
９
３
年
の
制
度
創
設
か
ら
四
半
世
紀
を

過
ぎ
、
２
０
２
０
年
か
ら
第
３
ス
テ
ー
ジ
と
し
て

「
地
方
創
生
・
観
光
を
加
速
す
る
拠
点
」
づ
く
り

を
推
進
す
る
。
目
標
の
一
つ
は
、
災
害
時
に
避
難

所
や
支
援
物
資
の
集
配
基
地
な
ど
多
様
な
役
割
を

担
う
地
域
の
防
災
拠
点
化
だ
▼
６
月
に
は
、
都
道

府
県
の
地
域
防
災
計
画
な
ど
に
位
置
づ
け
、
機
能

強
化
す
る
「
防
災
道
の
駅
」
に
39
駅
を
初
め
て
選

定
し
た
。
25
年
に
５
０
０
駅
選
定
を
目
指
す
。
多

く
の
命
を
守
る
に
は
、
も
っ
と
加
速
し
て
よ
い
く

ら
い
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
２
０
２
１
・
10
・
６
）

田
嶋
俊
裕

平
年
よ
り
６
日
、
昨
年
よ
り

17
日
早
か
っ
た
。例
年
、梅
雨

末
期
に
は
豪
雨
が
あ
っ
て
梅

雨
の
終
わ
り
を
感
じ
る
が
、

今
年
は
そ
れ
が
な
か
っ
た
。

以
後
、
８
月
中
旬
ま
で
降
雨

が
な
く
渇
水
対
策
が
懸
念
さ

れ
て
い
た
。そ
の
よ
う
な
中
、

８
月
11
日
か
ら
梅
雨
末
期
を

思
わ
せ
る
豪
雨
が
続
い
た
。

長
崎
県
で
も
降
り
始
め
か
ら

の
雨
量
が
千
㍉
を
超
え
る
地

点
が
あ
り
、
土
砂
崩
れ
、
人

命
に
関
わ
る
被
害
が
出
た
。

　
近
年
、
50
年
に
一
度
と
い

わ
れ
る
雨
な
ど
が
毎
年
あ

り
、
被
害
状
況
を
見
る
に
異

常
だ
と
思
う
が
、
異
常
な
災

害
が
続
く
こ
と
で
異
常
が
通

常
の
よ
う
に
感
じ
て
し
ま

う
。
被
災
さ
れ
た
方
に
は
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
一
日
も
早
い
復

旧
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
異
常
災
害
が
各
地
で
頻
発

す
る
中
で
、
改
め
て
保
険
の

重
要
さ
を
認
識
す
る
。
自
分

に
と
っ
て
何
が
危
険
（
リ
ス

ク
）
な
の
か
、
そ
の
リ
ス
ク

を
ど
う
回
避
す
る
か
、
被
災

し
た
と
き
に
ど
う
再
建
す
る

か
、
い
ま
一
度
考
え
て
く
だ

さ
い
。

　
農
業
経
営
安
定
の
た
め
に

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
が
あ
り
ま
す
。

収
入
保
険
制
度
が
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
長
崎
（
長
崎

県
農
業
共
済
組
合
）
参
事

　
ま
た
経
験
し
た
く
な
い
こ

と
を
経
験
し
た
。
８
月
中
旬

か
ら
の
九
州
を
中
心
と
し
た

大
雨
災
害
だ
。
今
年
の
九
州

北
部
の
梅
雨
入
り
は
、
平
年

よ
り
20
日
早
い
５
月
11
日
と

麦
の
収
穫
の
さ
な
か
だ
っ

た
。
今
年
の
麦
は
こ
れ
ま
で

に
な
く
順
調
に
生
育
し
、
収

穫
が
期
待
さ
れ
て
い
た
中
で

の
梅
雨
入
り
に
、
天
候
を
恨

め
し
く
思
っ
た
と
こ
ろ
だ
っ

た
。

　
梅
雨
明
け
も
７
月
13
日
と

抑
え
ら
れ
て
い
る
」
と
話
す
。

　
Ｊ
Ａ
静
岡
市
の
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ

ウ
担
当
者
は
、
「
遠
藤
さ
ん
の
花

は
高
品
質
で
、
出
荷
量
も
安
定
し

て
多
く
、
信
頼
の
あ
る
生
産
者

だ
。
高
圧
ナ
ト
リ
ウ
ム
ラ
ン
プ
の

導
入
の
ほ
か
、
加
温
の
方
法
も
工

夫
す
る
な
ど
、
技
術
面
で
も
突
出

し
て
い
る
」
と
話
す
。

経
営
支
え
た
収
入
保
険

　
近
年
は
安
定
し
て
経
営
し
て
い

た
遠
藤
さ
ん
だ
が
、
昨
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
３
月

か
ら
４
月
に
か
け
て
イ
ベ
ン
ト
な

で
、
天
気
が
悪
い
と
き
な
ど
に
日

中
に
限
っ
て
使
っ
て
い
る
。
使
わ

な
い
場
合
よ
り
も
出
荷
量
は
上
が

っ
て
い
る
」
と
笑
顔
だ
。

　
高
温
長
日
性
の
た
め
、
冬
場
で

も
花
芽
分
化
が
促
進
で
き
る
よ

う
、
日
中
と
合
わ
せ
て
20
時
間
明

る
く
な
る
よ
う
電
照
栽
培
し
、
温

度
は
10
度
か
ら
20
度
の
間
で
変
温

管
理
す
る
。
コ
ス
ト
削
減
の
た

め
、
主
に
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
で
保
温

し
、
温
度
を
上
げ
き
れ
な
い
場
合

は
、
重
油
ボ
イ
ラ
ー
で
加
温
す

る
。
「
燃
料
代
よ
り
電
気
代
の
方

が
安
い
の
で
、
か
な
り
コ
ス
ト
を

に
定
植
し
て
１
〜
２
月
に
収
穫
、

10
月
に
定
植
し
、
３
〜
５
月
に
収

穫
す
る
。
一
度
収
穫
し
て
も
再
度

花
を
つ
け
る
た
め
、
８
月
定
植
分

は
５
月
中
旬
か
ら
、
９
月
定
植
分

は
６
月
中
旬
か
ら
再
度
収
穫
す

る
。
８
割
以
上
は
Ｊ
Ａ
を
通
じ
た

関
東
の
市
場
へ
の
出
荷
だ
。

　
今
年
は
、
昨
年
中
止
に
な
っ
た

結
婚
式
や
卒
業
式
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
再
開
で
需
要
が
徐
々
に
回
復

し
、
売
り
上
げ
は
改
善
傾
向
だ
と

い
う
。

　
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
は
光
の
要
求

量
が
多
く
、
曇
天
が
３
日
程
度
続

く
と
花
芽
が
枯
死
す
る
こ
と
が
あ

る
。
遠
藤
さ
ん
は
、
天
候
不
良
の

日
は
、
白
熱
灯
よ
り
強
い
光
を
放

つ
４
０
０
㍗
の
高
圧
ナ
ト
リ
ウ
ム

ラ
ン
プ
を
利
用
し
、
花
芽
の
枯
死

を
防
ぐ
。
「
費
用
が
か
か
る
の

ど
が
中
止
に
な
り
、
市
場
価
格
が

平
年
よ
り
２
〜
３
割
程
度
低
下

し
、
収
入
は
一
昨
年
に
比
べ
て
約

３
０
０
万
円
減
少
し
た
。
「
東
日

本
大
震
災
の
と
き
も
、
自
粛
で
イ

ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
に
な
り
、
収

入
が
減
少
し
た
。
当
時
の
教
訓
か

ら
収
入
保
険
に
加
入
し
て
い
た
」

と
話
す
。
今
年
の
３
月
に
保
険
金

等
を
受
け
取
り
、
経
営
を
継
続
し

た
。

　
静
岡
市
と
同
市
を
管
内
と
す
る

Ｊ
Ａ
静
岡
市
、
Ｊ
Ａ
し
み
ず
は
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
静
岡
（
静
岡
県
農
業

共
済
組
合
）
と
「
農
業
経
営
収
入

保
険
の
普
及
及
び
加
入
の
促
進
に

係
る
連
携
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
。
市
内
の
認
定
農
業
者
や
近
い

将
来
認
定
農
業
者
を
目
指
す
農
業

者
を
対
象
に
、
２
０
２
１
年
を
補

償
期
間
と
す
る
収
入
保
険
加
入
者

主な記事

　斑点米カメムシ類による品質低下の
被害が増加している。被害面積は、20
19年産、20年産の２年連続で14万㌶を
超える高い水準で、18年産に比べ３割
多かった。農産物検査では、着色粒に
よって２等以下となった比率は約５％
と２年連続で例年の２倍近い。近年の
暖冬で越冬量が多いことが要因とみら
れる。

上
野
秀
人

愛媛大学大学院農学研究科教授

　
農
林
水
産
省
は
、
持
続
可
能

な
農
業
と
環
境
保
全
対
策
を
同

時
に
進
め
る
た
め
、
５
月
に

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
施
策

は
、
農
地
面
積
が
狭
く
、
肥
料

資
源
が
乏
し
く
、
市
民
生
活
に

近
い
場
所
で
農
業
が
行
わ
れ
て

い
る
日
本
に
と
っ
て
未
来
永え

い

劫ご
う

、
農
業
を
続
け
ら
れ
る
か
の

試
金
石
と
も
い
え
る
。

　
施
策
の
柱
は
、
２
０
５
０
年

ま
で
に
有
機
農
業
面
積
を
１
０

０
万
㌶
（
全
農
地
の
25
％
）
に

拡
大
、
推
進
す
る
こ
と
に
あ

る
。
現
在
の
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証

面
積
は
、
わ
ず
か
１
・
２
万
㌶

（
全
農
地
の
０
・
27
％
）
に
す

ぎ
な
い
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、

途
方
も
な
く
遠
い
道
の
り
に
思

え
る
の
は
、
私
だ
け
で
は
あ
る

ま
い
。

　
私
は
愛
媛
大
学
で
有
機
農
業

の
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
マ
メ

科
緑
肥
の
シ
ロ
ク
ロ
ー
バ
ー
を

裏
作
に
栽
培
す
る
だ
け
で
、
無

肥
料
で
水
稲
を
10
年
以
上
栽
培

で
き
る
こ
と
を
実
証
し
て
き

た
。
２
・
５
㌶
の
水
田
は
も
と

も
と
運
動
場
だ
っ
た
た
め
、
土

は
痩
せ
て
い
た
が
、
年
々
有
機

物
が
増
え
る
こ
と
で
土
壌
が
改

良
さ
れ
、
収
量
が
増
加
し
て
慣

行
栽
培
と
同
程
度
に
な
り
、
近

年
は
倒
伏
を
心
配
す
る
ほ
ど
に

な
っ
た
。
３
回
の
機
械
除
草
で

雑
草
問
題
は
解
決
し
、
温
湯
消

毒
で
病
気
は
皆
無
で
あ
る
。
生

態
系
が
高
度
に
維
持
さ
れ
、
ク

モ
や
カ
エ
ル
が
増
え
て
害
虫
の

多
発
も
な
い
。
食
味
品
質
も
高

く
、
「
エ
コ
え
ひ
め
」
認
証
を

受
け
、
「
愛
媛
大
学
の
安
心

米
」
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
や
学
内

で
販
売
し
て
い
る
。

　
こ
の
技
術
を
近
隣
の
50
㌶
規

模
の
農
業
法
人
が
導
入
し
、
通

常
の
２
〜
３
倍
以
上
の
販
売
価

格
で
取
引
し
て
い
る
が
、
生
産

が
追
い
つ
か
な
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。
日
本
に
は
高
く
て
も

購
入
す
る
消
費
者
が
確
実
に
い

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
欧
米
の

有
機
農
業
農
産
物
シ
ェ
ア
（
約

８
％
）
に
は
及
ば
な
い
。
こ
の

差
は
日
本
の
消
費
者
教
育
に
あ

る
と
考
え
る
。
消
費
者
は
農
業

現
場
を
知
ら
な
い
。
例
え
ば
、

施
設
園
芸
農
家
に
と
っ
て
果
菜

類
に
60
回
（
成
分
）
の
農
薬
を

散
布
す
る
こ
と
は
普
通
で
あ
る

が
、
消
費
者
が
そ
れ
を
聞
く
と

大
き
く
驚
く
。

　
米
国
や
ド
イ
ツ
の
有
機
栽
培

農
場
を
見
学
し
た
と
き
、
休
日

に
消
費
者
が
集
ま
り
、
農
家
か

ら
専
門
的
な
話
を
聞
き
、
麦
ま

き
を
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て

い
た
。
行
楽
を
兼
ね
て
自
分
た

ち
が
食
べ
て
い
る
野
菜
や
果

物
、
穀
類
、
肉
が
ど
の
よ
う
に

生
産
さ
れ
て
い
る
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
農
家
は
消
費
者

か
ら
の
厳
し
い
意
見
に
も
応
え

て
、
消
費
者
か
ら
絶
大
な
信
頼

を
勝
ち
得
て
い
た
。
日
本
で
も

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
行
わ

れ
て
い
る
が
数
は
少
な
い
と
思

う
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

の
発
達
に
よ
り
昨
今
、
バ
ー
チ

ャ
ル
な
交
流
が
増
え
た
。
し
か

し
、
農
業
体
験
は
体
を
動
か

し
、
五
感
で
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
納
得
で
き
、
強
い
信

頼
が
残
る
。
人
気
ラ
ー
メ
ン
店

や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
人
が
行
列
す

る
よ
う
に
、
各
農
家
が
環
境
保

全
や
持
続
性
、
品
質
に
対
す
る

こ
だ
わ
り
を
競
い
、
需
要
が
拡

大
す
る
時
代
が
来
る
こ
と
を
願

っ
て
や
ま
な
い
。

有
機
農
業

体
験
で
深
め
る
理
解
と
信
頼

斑点米カメムシ類被害

　
「
今
年
の
市
場
価
格
は
過
去
５
年
平
均
と
比
べ
て
下
回
る
月
は
な

く
、
１
２
０
％
の
月
も
あ
っ
た
。
質
の
高
い
花
を
し
っ
か
り
栽
培
し
た

い
」
と
話
す
の
は
、
静
岡
市
葵
区
有
永
町
で
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
30
㌃
を

ハ
ウ
ス
で
栽
培
す
る
遠
藤
弥や

す

宏ひ
ろ

さ
ん（
64
）。
高
圧
ナ
ト
リ
ウ
ム
ラ
ン
プ

を
使
用
し
て
天
候
不
良
時
も
花
芽
の
枯
死（
ブ
ラ
ス
チ
ン
グ
）を
防
ぎ
、

切
り
花
の
安
定
出
荷
を
実
現
。
生
産
組
合
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

市
場
の
信
頼
確
保
に
貢
献
し
て
い
る
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
中
止
な
ど
か
ら
収
入
が
減
少
し
た
が
、
今
年

は
イ
ベ
ン
ト
も
徐
々
に
再
開
し
、
売
り
上
げ
も
持
ち
直
し
傾
向
だ
。

米・ＥＵが撤廃・緩和
日本産食品の輸入規制

２面・総合

火災死を防ごう
住宅の防火対策

５面・すまいる

新連載
「近未来の食卓」

７面・営農技術・資材

過去の記事も読めます

農業共済新聞の過去
記事は、インターネ
ットの有料サイト
Ｇ - Search」や「日
経テレコン」で検索
・閲覧できます。

農
業
共
済
新
聞

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
が
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
）
を
活
用

く
だ
さ
い

異
常
な
災
害
の
頻
発
　
　
　
　
　

農
業
経
営
へ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を

バ
ー
チ
ャ
ル
よ
り

五
感
で
捉
え
て

　

農家の挑戦支える
特例なども充実

３面・収入保険

見るニュース見るニュース

２年連続で14万㌶超える

　
遠
藤
さ
ん
は
、
妻
と
30
代
の
長

男
、
母
の
４
人
で
作
業
す
る
。
三

つ
の
作
型
で
栽
培
し
、
８
月
に
定

植
し
て
11
〜
12
月
に
収
穫
、
９
月

静岡県農業経営士協会の花き部会長も
務める遠藤さん

70
歳
ま
で
に
は
長
男
㊧
に
継
承

す
る
予
定
だ
と
い
う

保温と加温組み合わせコスト削減

静岡市　遠藤 弥宏さん

コロナ禍 苦境乗り越えて

の
保
険
料
の
一
部
を
補
助
す
る
。

市
が
保
険
料
の
２
分
の
１
（
上
限

５
万
円
）
、
Ｊ
Ａ
が
上
限
１
万
円

で
、
合
計
の
上
限
は
６
万
円
に
な

る
。
遠
藤
さ
ん
も
今
年
の
加
入
分

の
保
険
料
補
助
を
受
け
た
。
「
や

は
り
補
助
が
あ
る
と
助
か
る
。
保

険
料
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
と
加
入

者
も
増
え
る
の
で
は
」
と
話
す
。

園
芸
施
設
共
済
に
も
加
入

　
「
花
き
は
販
売
が
景
気
に
左
右

さ
れ
る
う
え
、
近
年
は
台
風
で
毎

年
各
地
で
被
害
が
出
て
い
る
。
収

入
保
険
だ
け
で
な
く
、
園
芸
施
設

共
済
に
も
加
入
し
て
備
え
て
い

る
」
と
遠
藤
さ
ん
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
静
岡
の
佐
藤
宏
司

参
事
は
「
遠
藤
さ
ん
は
後
継
者
も

し
っ
か
り
し
て
お
り
、
自
然
災
害

や
景
気
動
向
も
常
に
気
に
か
け
て

い
る
。
こ
の
収
入
保
険
が
農
業
版

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の
一

助
と
な
れ
ば
と
考
え
る
。
経
営
努

力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
収
入
減
少

に
対
応
で
き
る
収
入
保
険
を
職
員

一
丸
と
な
っ
て
さ
ら
に
普
及
し
て

い
き
た
い
」
と
話
す
。

トルコギキョウ 優
れ
た
技
術
で
経
営
再
興

高
圧
ナ
ト
リ
ウ
ム
ラ
ン
プ
使
い
花
芽
の
枯
死
防
ぐ
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
発

令
さ
れ
て
い
た
緊
急
事
態
宣
言
と
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
９
月
30
日

を
も
っ
て
解
除
さ
れ
た
。
新
規
の
感

染
者
数
が
急
速
に
減
少
し
て
い
る
と

は
い
え
、
収
束
が
期
待
で
き
る
状
況
と
は
言
い
難

い
。
３
密
回
避
や
手
洗
い
う
が
い
な
ど
基
本
対
策

を
継
続
し
つ
つ
、
日
常
生
活
を
取
り
戻
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
▼
と
は
い
え
、
秋
は

収
穫
や
行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
来
場

者
数
や
売
り
上
げ
が
低
迷
し
た
道
の
駅
な
ど
の
直

売
所
で
は
、
行
楽
客
の
来
場
に
期
待
し
て
い
る
は

ず
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
販
売
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
コ
ロ
ナ

禍
を
機
に
広
が
っ
た
取
り
組
み
も
併
用
し
、
関
係

者
の
安
全
を
確
保
し
て
ほ
し
い
▼
道
の
駅
は
、
６

月
現
在
で
全
国
に
１
１
９
３
駅
が
開
設
さ
れ
て
い

る
。
１
９
９
３
年
の
制
度
創
設
か
ら
四
半
世
紀
を

過
ぎ
、
２
０
２
０
年
か
ら
第
３
ス
テ
ー
ジ
と
し
て

「
地
方
創
生
・
観
光
を
加
速
す
る
拠
点
」
づ
く
り

を
推
進
す
る
。
目
標
の
一
つ
は
、
災
害
時
に
避
難

所
や
支
援
物
資
の
集
配
基
地
な
ど
多
様
な
役
割
を

担
う
地
域
の
防
災
拠
点
化
だ
▼
６
月
に
は
、
都
道

府
県
の
地
域
防
災
計
画
な
ど
に
位
置
づ
け
、
機
能

強
化
す
る
「
防
災
道
の
駅
」
に
39
駅
を
初
め
て
選

定
し
た
。
25
年
に
５
０
０
駅
選
定
を
目
指
す
。
多

く
の
命
を
守
る
に
は
、
も
っ
と
加
速
し
て
よ
い
く

ら
い
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
２
０
２
１
・
10
・
６
）

田
嶋
俊
裕

平
年
よ
り
６
日
、
昨
年
よ
り

17
日
早
か
っ
た
。例
年
、梅
雨

末
期
に
は
豪
雨
が
あ
っ
て
梅

雨
の
終
わ
り
を
感
じ
る
が
、

今
年
は
そ
れ
が
な
か
っ
た
。

以
後
、
８
月
中
旬
ま
で
降
雨

が
な
く
渇
水
対
策
が
懸
念
さ

れ
て
い
た
。そ
の
よ
う
な
中
、

８
月
11
日
か
ら
梅
雨
末
期
を

思
わ
せ
る
豪
雨
が
続
い
た
。

長
崎
県
で
も
降
り
始
め
か
ら

の
雨
量
が
千
㍉
を
超
え
る
地

点
が
あ
り
、
土
砂
崩
れ
、
人

命
に
関
わ
る
被
害
が
出
た
。

　
近
年
、
50
年
に
一
度
と
い

わ
れ
る
雨
な
ど
が
毎
年
あ

り
、
被
害
状
況
を
見
る
に
異

常
だ
と
思
う
が
、
異
常
な
災

害
が
続
く
こ
と
で
異
常
が
通

常
の
よ
う
に
感
じ
て
し
ま

う
。
被
災
さ
れ
た
方
に
は
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
一
日
も
早
い
復

旧
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
異
常
災
害
が
各
地
で
頻
発

す
る
中
で
、
改
め
て
保
険
の

重
要
さ
を
認
識
す
る
。
自
分

に
と
っ
て
何
が
危
険
（
リ
ス

ク
）
な
の
か
、
そ
の
リ
ス
ク

を
ど
う
回
避
す
る
か
、
被
災

し
た
と
き
に
ど
う
再
建
す
る

か
、
い
ま
一
度
考
え
て
く
だ

さ
い
。

　
農
業
経
営
安
定
の
た
め
に

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
が
あ
り
ま
す
。

収
入
保
険
制
度
が
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
長
崎
（
長
崎

県
農
業
共
済
組
合
）
参
事

　
ま
た
経
験
し
た
く
な
い
こ

と
を
経
験
し
た
。
８
月
中
旬

か
ら
の
九
州
を
中
心
と
し
た

大
雨
災
害
だ
。
今
年
の
九
州

北
部
の
梅
雨
入
り
は
、
平
年

よ
り
20
日
早
い
５
月
11
日
と

麦
の
収
穫
の
さ
な
か
だ
っ

た
。
今
年
の
麦
は
こ
れ
ま
で

に
な
く
順
調
に
生
育
し
、
収

穫
が
期
待
さ
れ
て
い
た
中
で

の
梅
雨
入
り
に
、
天
候
を
恨

め
し
く
思
っ
た
と
こ
ろ
だ
っ

た
。

　
梅
雨
明
け
も
７
月
13
日
と

抑
え
ら
れ
て
い
る
」
と
話
す
。

　
Ｊ
Ａ
静
岡
市
の
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ

ウ
担
当
者
は
、
「
遠
藤
さ
ん
の
花

は
高
品
質
で
、
出
荷
量
も
安
定
し

て
多
く
、
信
頼
の
あ
る
生
産
者

だ
。
高
圧
ナ
ト
リ
ウ
ム
ラ
ン
プ
の

導
入
の
ほ
か
、
加
温
の
方
法
も
工

夫
す
る
な
ど
、
技
術
面
で
も
突
出

し
て
い
る
」
と
話
す
。

経
営
支
え
た
収
入
保
険

　
近
年
は
安
定
し
て
経
営
し
て
い

た
遠
藤
さ
ん
だ
が
、
昨
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
３
月

か
ら
４
月
に
か
け
て
イ
ベ
ン
ト
な

で
、
天
気
が
悪
い
と
き
な
ど
に
日

中
に
限
っ
て
使
っ
て
い
る
。
使
わ

な
い
場
合
よ
り
も
出
荷
量
は
上
が

っ
て
い
る
」
と
笑
顔
だ
。

　
高
温
長
日
性
の
た
め
、
冬
場
で

も
花
芽
分
化
が
促
進
で
き
る
よ

う
、
日
中
と
合
わ
せ
て
20
時
間
明

る
く
な
る
よ
う
電
照
栽
培
し
、
温

度
は
10
度
か
ら
20
度
の
間
で
変
温

管
理
す
る
。
コ
ス
ト
削
減
の
た

め
、
主
に
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
で
保
温

し
、
温
度
を
上
げ
き
れ
な
い
場
合

は
、
重
油
ボ
イ
ラ
ー
で
加
温
す

る
。
「
燃
料
代
よ
り
電
気
代
の
方

が
安
い
の
で
、
か
な
り
コ
ス
ト
を

に
定
植
し
て
１
〜
２
月
に
収
穫
、

10
月
に
定
植
し
、
３
〜
５
月
に
収

穫
す
る
。
一
度
収
穫
し
て
も
再
度

花
を
つ
け
る
た
め
、
８
月
定
植
分

は
５
月
中
旬
か
ら
、
９
月
定
植
分

は
６
月
中
旬
か
ら
再
度
収
穫
す

る
。
８
割
以
上
は
Ｊ
Ａ
を
通
じ
た

関
東
の
市
場
へ
の
出
荷
だ
。

　
今
年
は
、
昨
年
中
止
に
な
っ
た

結
婚
式
や
卒
業
式
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
再
開
で
需
要
が
徐
々
に
回
復

し
、
売
り
上
げ
は
改
善
傾
向
だ
と

い
う
。

　
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
は
光
の
要
求

量
が
多
く
、
曇
天
が
３
日
程
度
続

く
と
花
芽
が
枯
死
す
る
こ
と
が
あ

る
。
遠
藤
さ
ん
は
、
天
候
不
良
の

日
は
、
白
熱
灯
よ
り
強
い
光
を
放

つ
４
０
０
㍗
の
高
圧
ナ
ト
リ
ウ
ム

ラ
ン
プ
を
利
用
し
、
花
芽
の
枯
死

を
防
ぐ
。
「
費
用
が
か
か
る
の

ど
が
中
止
に
な
り
、
市
場
価
格
が

平
年
よ
り
２
〜
３
割
程
度
低
下

し
、
収
入
は
一
昨
年
に
比
べ
て
約

３
０
０
万
円
減
少
し
た
。
「
東
日

本
大
震
災
の
と
き
も
、
自
粛
で
イ

ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
に
な
り
、
収

入
が
減
少
し
た
。
当
時
の
教
訓
か

ら
収
入
保
険
に
加
入
し
て
い
た
」

と
話
す
。
今
年
の
３
月
に
保
険
金

等
を
受
け
取
り
、
経
営
を
継
続
し

た
。

　
静
岡
市
と
同
市
を
管
内
と
す
る

Ｊ
Ａ
静
岡
市
、
Ｊ
Ａ
し
み
ず
は
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
静
岡
（
静
岡
県
農
業

共
済
組
合
）
と
「
農
業
経
営
収
入

保
険
の
普
及
及
び
加
入
の
促
進
に

係
る
連
携
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
。
市
内
の
認
定
農
業
者
や
近
い

将
来
認
定
農
業
者
を
目
指
す
農
業

者
を
対
象
に
、
２
０
２
１
年
を
補

償
期
間
と
す
る
収
入
保
険
加
入
者

主な記事

　斑点米カメムシ類による品質低下の
被害が増加している。被害面積は、20
19年産、20年産の２年連続で14万㌶を
超える高い水準で、18年産に比べ３割
多かった。農産物検査では、着色粒に
よって２等以下となった比率は約５％
と２年連続で例年の２倍近い。近年の
暖冬で越冬量が多いことが要因とみら
れる。

上
野
秀
人

愛媛大学大学院農学研究科教授

　
農
林
水
産
省
は
、
持
続
可
能

な
農
業
と
環
境
保
全
対
策
を
同

時
に
進
め
る
た
め
、
５
月
に

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
施
策

は
、
農
地
面
積
が
狭
く
、
肥
料

資
源
が
乏
し
く
、
市
民
生
活
に

近
い
場
所
で
農
業
が
行
わ
れ
て

い
る
日
本
に
と
っ
て
未
来
永え

い

劫ご
う

、
農
業
を
続
け
ら
れ
る
か
の

試
金
石
と
も
い
え
る
。

　
施
策
の
柱
は
、
２
０
５
０
年

ま
で
に
有
機
農
業
面
積
を
１
０

０
万
㌶
（
全
農
地
の
25
％
）
に

拡
大
、
推
進
す
る
こ
と
に
あ

る
。
現
在
の
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証

面
積
は
、
わ
ず
か
１
・
２
万
㌶

（
全
農
地
の
０
・
27
％
）
に
す

ぎ
な
い
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、

途
方
も
な
く
遠
い
道
の
り
に
思

え
る
の
は
、
私
だ
け
で
は
あ
る

ま
い
。

　
私
は
愛
媛
大
学
で
有
機
農
業

の
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
マ
メ

科
緑
肥
の
シ
ロ
ク
ロ
ー
バ
ー
を

裏
作
に
栽
培
す
る
だ
け
で
、
無

肥
料
で
水
稲
を
10
年
以
上
栽
培

で
き
る
こ
と
を
実
証
し
て
き

た
。
２
・
５
㌶
の
水
田
は
も
と

も
と
運
動
場
だ
っ
た
た
め
、
土

は
痩
せ
て
い
た
が
、
年
々
有
機

物
が
増
え
る
こ
と
で
土
壌
が
改

良
さ
れ
、
収
量
が
増
加
し
て
慣

行
栽
培
と
同
程
度
に
な
り
、
近

年
は
倒
伏
を
心
配
す
る
ほ
ど
に

な
っ
た
。
３
回
の
機
械
除
草
で

雑
草
問
題
は
解
決
し
、
温
湯
消

毒
で
病
気
は
皆
無
で
あ
る
。
生

態
系
が
高
度
に
維
持
さ
れ
、
ク

モ
や
カ
エ
ル
が
増
え
て
害
虫
の

多
発
も
な
い
。
食
味
品
質
も
高

く
、
「
エ
コ
え
ひ
め
」
認
証
を

受
け
、
「
愛
媛
大
学
の
安
心

米
」
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
や
学
内

で
販
売
し
て
い
る
。

　
こ
の
技
術
を
近
隣
の
50
㌶
規

模
の
農
業
法
人
が
導
入
し
、
通

常
の
２
〜
３
倍
以
上
の
販
売
価

格
で
取
引
し
て
い
る
が
、
生
産

が
追
い
つ
か
な
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。
日
本
に
は
高
く
て
も

購
入
す
る
消
費
者
が
確
実
に
い

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
欧
米
の

有
機
農
業
農
産
物
シ
ェ
ア
（
約

８
％
）
に
は
及
ば
な
い
。
こ
の

差
は
日
本
の
消
費
者
教
育
に
あ

る
と
考
え
る
。
消
費
者
は
農
業

現
場
を
知
ら
な
い
。
例
え
ば
、

施
設
園
芸
農
家
に
と
っ
て
果
菜

類
に
60
回
（
成
分
）
の
農
薬
を

散
布
す
る
こ
と
は
普
通
で
あ
る

が
、
消
費
者
が
そ
れ
を
聞
く
と

大
き
く
驚
く
。

　
米
国
や
ド
イ
ツ
の
有
機
栽
培

農
場
を
見
学
し
た
と
き
、
休
日

に
消
費
者
が
集
ま
り
、
農
家
か

ら
専
門
的
な
話
を
聞
き
、
麦
ま

き
を
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て

い
た
。
行
楽
を
兼
ね
て
自
分
た

ち
が
食
べ
て
い
る
野
菜
や
果

物
、
穀
類
、
肉
が
ど
の
よ
う
に

生
産
さ
れ
て
い
る
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
農
家
は
消
費
者

か
ら
の
厳
し
い
意
見
に
も
応
え

て
、
消
費
者
か
ら
絶
大
な
信
頼

を
勝
ち
得
て
い
た
。
日
本
で
も

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
行
わ

れ
て
い
る
が
数
は
少
な
い
と
思

う
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

の
発
達
に
よ
り
昨
今
、
バ
ー
チ

ャ
ル
な
交
流
が
増
え
た
。
し
か

し
、
農
業
体
験
は
体
を
動
か

し
、
五
感
で
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
納
得
で
き
、
強
い
信

頼
が
残
る
。
人
気
ラ
ー
メ
ン
店

や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
人
が
行
列
す

る
よ
う
に
、
各
農
家
が
環
境
保

全
や
持
続
性
、
品
質
に
対
す
る

こ
だ
わ
り
を
競
い
、
需
要
が
拡

大
す
る
時
代
が
来
る
こ
と
を
願

っ
て
や
ま
な
い
。

有
機
農
業

体
験
で
深
め
る
理
解
と
信
頼

斑点米カメムシ類被害

　
「
今
年
の
市
場
価
格
は
過
去
５
年
平
均
と
比
べ
て
下
回
る
月
は
な

く
、
１
２
０
％
の
月
も
あ
っ
た
。
質
の
高
い
花
を
し
っ
か
り
栽
培
し
た

い
」
と
話
す
の
は
、
静
岡
市
葵
区
有
永
町
で
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
30
㌃
を

ハ
ウ
ス
で
栽
培
す
る
遠
藤
弥や

す

宏ひ
ろ

さ
ん（
64
）。
高
圧
ナ
ト
リ
ウ
ム
ラ
ン
プ

を
使
用
し
て
天
候
不
良
時
も
花
芽
の
枯
死（
ブ
ラ
ス
チ
ン
グ
）を
防
ぎ
、

切
り
花
の
安
定
出
荷
を
実
現
。
生
産
組
合
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

市
場
の
信
頼
確
保
に
貢
献
し
て
い
る
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
中
止
な
ど
か
ら
収
入
が
減
少
し
た
が
、
今
年

は
イ
ベ
ン
ト
も
徐
々
に
再
開
し
、
売
り
上
げ
も
持
ち
直
し
傾
向
だ
。

米・ＥＵが撤廃・緩和
日本産食品の輸入規制

２面・総合

火災死を防ごう
住宅の防火対策

５面・すまいる

新連載
「近未来の食卓」

７面・営農技術・資材

過去の記事も読めます

農業共済新聞の過去
記事は、インターネ
ットの有料サイト
Ｇ - Search」や「日
経テレコン」で検索
・閲覧できます。

農
業
共
済
新
聞

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
が
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
）
を
活
用

く
だ
さ
い

異
常
な
災
害
の
頻
発
　
　
　
　
　

農
業
経
営
へ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を

バ
ー
チ
ャ
ル
よ
り

五
感
で
捉
え
て

　

農家の挑戦支える
特例なども充実

３面・収入保険

見るニュース見るニュース

２年連続で14万㌶超える

　
遠
藤
さ
ん
は
、
妻
と
30
代
の
長

男
、
母
の
４
人
で
作
業
す
る
。
三

つ
の
作
型
で
栽
培
し
、
８
月
に
定

植
し
て
11
〜
12
月
に
収
穫
、
９
月

静岡県農業経営士協会の花き部会長も
務める遠藤さん

70
歳
ま
で
に
は
長
男
㊧
に
継
承

す
る
予
定
だ
と
い
う

保温と加温組み合わせコスト削減

静岡市　遠藤 弥宏さん

コロナ禍 苦境乗り越えて

の
保
険
料
の
一
部
を
補
助
す
る
。

市
が
保
険
料
の
２
分
の
１
（
上
限

５
万
円
）
、
Ｊ
Ａ
が
上
限
１
万
円

で
、
合
計
の
上
限
は
６
万
円
に
な

る
。
遠
藤
さ
ん
も
今
年
の
加
入
分

の
保
険
料
補
助
を
受
け
た
。
「
や

は
り
補
助
が
あ
る
と
助
か
る
。
保

険
料
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
と
加
入

者
も
増
え
る
の
で
は
」
と
話
す
。

園
芸
施
設
共
済
に
も
加
入

　
「
花
き
は
販
売
が
景
気
に
左
右

さ
れ
る
う
え
、
近
年
は
台
風
で
毎

年
各
地
で
被
害
が
出
て
い
る
。
収

入
保
険
だ
け
で
な
く
、
園
芸
施
設

共
済
に
も
加
入
し
て
備
え
て
い

る
」
と
遠
藤
さ
ん
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
静
岡
の
佐
藤
宏
司

参
事
は
「
遠
藤
さ
ん
は
後
継
者
も

し
っ
か
り
し
て
お
り
、
自
然
災
害

や
景
気
動
向
も
常
に
気
に
か
け
て

い
る
。
こ
の
収
入
保
険
が
農
業
版

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の
一

助
と
な
れ
ば
と
考
え
る
。
経
営
努

力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
収
入
減
少

に
対
応
で
き
る
収
入
保
険
を
職
員

一
丸
と
な
っ
て
さ
ら
に
普
及
し
て

い
き
た
い
」
と
話
す
。

トルコギキョウ 優
れ
た
技
術
で
経
営
再
興

高
圧
ナ
ト
リ
ウ
ム
ラ
ン
プ
使
い
花
芽
の
枯
死
防
ぐ
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
発

令
さ
れ
て
い
た
緊
急
事
態
宣
言
と
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
９
月
30
日

を
も
っ
て
解
除
さ
れ
た
。
新
規
の
感

染
者
数
が
急
速
に
減
少
し
て
い
る
と

は
い
え
、
収
束
が
期
待
で
き
る
状
況
と
は
言
い
難

い
。
３
密
回
避
や
手
洗
い
う
が
い
な
ど
基
本
対
策

を
継
続
し
つ
つ
、
日
常
生
活
を
取
り
戻
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
▼
と
は
い
え
、
秋
は

収
穫
や
行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
来
場

者
数
や
売
り
上
げ
が
低
迷
し
た
道
の
駅
な
ど
の
直

売
所
で
は
、
行
楽
客
の
来
場
に
期
待
し
て
い
る
は

ず
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
販
売
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
コ
ロ
ナ

禍
を
機
に
広
が
っ
た
取
り
組
み
も
併
用
し
、
関
係

者
の
安
全
を
確
保
し
て
ほ
し
い
▼
道
の
駅
は
、
６

月
現
在
で
全
国
に
１
１
９
３
駅
が
開
設
さ
れ
て
い

る
。
１
９
９
３
年
の
制
度
創
設
か
ら
四
半
世
紀
を

過
ぎ
、
２
０
２
０
年
か
ら
第
３
ス
テ
ー
ジ
と
し
て

「
地
方
創
生
・
観
光
を
加
速
す
る
拠
点
」
づ
く
り

を
推
進
す
る
。
目
標
の
一
つ
は
、
災
害
時
に
避
難

所
や
支
援
物
資
の
集
配
基
地
な
ど
多
様
な
役
割
を

担
う
地
域
の
防
災
拠
点
化
だ
▼
６
月
に
は
、
都
道

府
県
の
地
域
防
災
計
画
な
ど
に
位
置
づ
け
、
機
能

強
化
す
る
「
防
災
道
の
駅
」
に
39
駅
を
初
め
て
選

定
し
た
。
25
年
に
５
０
０
駅
選
定
を
目
指
す
。
多

く
の
命
を
守
る
に
は
、
も
っ
と
加
速
し
て
よ
い
く

ら
い
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
２
０
２
１
・
10
・
６
）

田
嶋
俊
裕

平
年
よ
り
６
日
、
昨
年
よ
り

17
日
早
か
っ
た
。例
年
、梅
雨

末
期
に
は
豪
雨
が
あ
っ
て
梅

雨
の
終
わ
り
を
感
じ
る
が
、

今
年
は
そ
れ
が
な
か
っ
た
。

以
後
、
８
月
中
旬
ま
で
降
雨

が
な
く
渇
水
対
策
が
懸
念
さ

れ
て
い
た
。そ
の
よ
う
な
中
、

８
月
11
日
か
ら
梅
雨
末
期
を

思
わ
せ
る
豪
雨
が
続
い
た
。

長
崎
県
で
も
降
り
始
め
か
ら

の
雨
量
が
千
㍉
を
超
え
る
地

点
が
あ
り
、
土
砂
崩
れ
、
人

命
に
関
わ
る
被
害
が
出
た
。

　
近
年
、
50
年
に
一
度
と
い

わ
れ
る
雨
な
ど
が
毎
年
あ

り
、
被
害
状
況
を
見
る
に
異

常
だ
と
思
う
が
、
異
常
な
災

害
が
続
く
こ
と
で
異
常
が
通

常
の
よ
う
に
感
じ
て
し
ま

う
。
被
災
さ
れ
た
方
に
は
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
一
日
も
早
い
復

旧
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
異
常
災
害
が
各
地
で
頻
発

す
る
中
で
、
改
め
て
保
険
の

重
要
さ
を
認
識
す
る
。
自
分

に
と
っ
て
何
が
危
険
（
リ
ス

ク
）
な
の
か
、
そ
の
リ
ス
ク

を
ど
う
回
避
す
る
か
、
被
災

し
た
と
き
に
ど
う
再
建
す
る

か
、
い
ま
一
度
考
え
て
く
だ

さ
い
。

　
農
業
経
営
安
定
の
た
め
に

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
が
あ
り
ま
す
。

収
入
保
険
制
度
が
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
長
崎
（
長
崎

県
農
業
共
済
組
合
）
参
事

　
ま
た
経
験
し
た
く
な
い
こ

と
を
経
験
し
た
。
８
月
中
旬

か
ら
の
九
州
を
中
心
と
し
た

大
雨
災
害
だ
。
今
年
の
九
州

北
部
の
梅
雨
入
り
は
、
平
年

よ
り
20
日
早
い
５
月
11
日
と

麦
の
収
穫
の
さ
な
か
だ
っ

た
。
今
年
の
麦
は
こ
れ
ま
で

に
な
く
順
調
に
生
育
し
、
収

穫
が
期
待
さ
れ
て
い
た
中
で

の
梅
雨
入
り
に
、
天
候
を
恨

め
し
く
思
っ
た
と
こ
ろ
だ
っ

た
。

　
梅
雨
明
け
も
７
月
13
日
と

抑
え
ら
れ
て
い
る
」
と
話
す
。

　
Ｊ
Ａ
静
岡
市
の
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ

ウ
担
当
者
は
、
「
遠
藤
さ
ん
の
花

は
高
品
質
で
、
出
荷
量
も
安
定
し

て
多
く
、
信
頼
の
あ
る
生
産
者

だ
。
高
圧
ナ
ト
リ
ウ
ム
ラ
ン
プ
の

導
入
の
ほ
か
、
加
温
の
方
法
も
工

夫
す
る
な
ど
、
技
術
面
で
も
突
出

し
て
い
る
」
と
話
す
。

経
営
支
え
た
収
入
保
険

　
近
年
は
安
定
し
て
経
営
し
て
い

た
遠
藤
さ
ん
だ
が
、
昨
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
３
月

か
ら
４
月
に
か
け
て
イ
ベ
ン
ト
な

で
、
天
気
が
悪
い
と
き
な
ど
に
日

中
に
限
っ
て
使
っ
て
い
る
。
使
わ

な
い
場
合
よ
り
も
出
荷
量
は
上
が

っ
て
い
る
」
と
笑
顔
だ
。

　
高
温
長
日
性
の
た
め
、
冬
場
で

も
花
芽
分
化
が
促
進
で
き
る
よ

う
、
日
中
と
合
わ
せ
て
20
時
間
明

る
く
な
る
よ
う
電
照
栽
培
し
、
温

度
は
10
度
か
ら
20
度
の
間
で
変
温

管
理
す
る
。
コ
ス
ト
削
減
の
た

め
、
主
に
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
で
保
温

し
、
温
度
を
上
げ
き
れ
な
い
場
合

は
、
重
油
ボ
イ
ラ
ー
で
加
温
す

る
。
「
燃
料
代
よ
り
電
気
代
の
方

が
安
い
の
で
、
か
な
り
コ
ス
ト
を

に
定
植
し
て
１
〜
２
月
に
収
穫
、

10
月
に
定
植
し
、
３
〜
５
月
に
収

穫
す
る
。
一
度
収
穫
し
て
も
再
度

花
を
つ
け
る
た
め
、
８
月
定
植
分

は
５
月
中
旬
か
ら
、
９
月
定
植
分

は
６
月
中
旬
か
ら
再
度
収
穫
す

る
。
８
割
以
上
は
Ｊ
Ａ
を
通
じ
た

関
東
の
市
場
へ
の
出
荷
だ
。

　
今
年
は
、
昨
年
中
止
に
な
っ
た

結
婚
式
や
卒
業
式
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
再
開
で
需
要
が
徐
々
に
回
復

し
、
売
り
上
げ
は
改
善
傾
向
だ
と

い
う
。

　
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
は
光
の
要
求

量
が
多
く
、
曇
天
が
３
日
程
度
続

く
と
花
芽
が
枯
死
す
る
こ
と
が
あ

る
。
遠
藤
さ
ん
は
、
天
候
不
良
の

日
は
、
白
熱
灯
よ
り
強
い
光
を
放

つ
４
０
０
㍗
の
高
圧
ナ
ト
リ
ウ
ム

ラ
ン
プ
を
利
用
し
、
花
芽
の
枯
死

を
防
ぐ
。
「
費
用
が
か
か
る
の

ど
が
中
止
に
な
り
、
市
場
価
格
が

平
年
よ
り
２
〜
３
割
程
度
低
下

し
、
収
入
は
一
昨
年
に
比
べ
て
約

３
０
０
万
円
減
少
し
た
。
「
東
日

本
大
震
災
の
と
き
も
、
自
粛
で
イ

ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
に
な
り
、
収

入
が
減
少
し
た
。
当
時
の
教
訓
か

ら
収
入
保
険
に
加
入
し
て
い
た
」

と
話
す
。
今
年
の
３
月
に
保
険
金

等
を
受
け
取
り
、
経
営
を
継
続
し

た
。

　
静
岡
市
と
同
市
を
管
内
と
す
る

Ｊ
Ａ
静
岡
市
、
Ｊ
Ａ
し
み
ず
は
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
静
岡
（
静
岡
県
農
業

共
済
組
合
）
と
「
農
業
経
営
収
入

保
険
の
普
及
及
び
加
入
の
促
進
に

係
る
連
携
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
。
市
内
の
認
定
農
業
者
や
近
い

将
来
認
定
農
業
者
を
目
指
す
農
業

者
を
対
象
に
、
２
０
２
１
年
を
補

償
期
間
と
す
る
収
入
保
険
加
入
者

主な記事

　斑点米カメムシ類による品質低下の
被害が増加している。被害面積は、20
19年産、20年産の２年連続で14万㌶を
超える高い水準で、18年産に比べ３割
多かった。農産物検査では、着色粒に
よって２等以下となった比率は約５％
と２年連続で例年の２倍近い。近年の
暖冬で越冬量が多いことが要因とみら
れる。

上
野
秀
人

愛媛大学大学院農学研究科教授

　
農
林
水
産
省
は
、
持
続
可
能

な
農
業
と
環
境
保
全
対
策
を
同

時
に
進
め
る
た
め
、
５
月
に

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
施
策

は
、
農
地
面
積
が
狭
く
、
肥
料

資
源
が
乏
し
く
、
市
民
生
活
に

近
い
場
所
で
農
業
が
行
わ
れ
て

い
る
日
本
に
と
っ
て
未
来
永え

い

劫ご
う

、
農
業
を
続
け
ら
れ
る
か
の

試
金
石
と
も
い
え
る
。

　
施
策
の
柱
は
、
２
０
５
０
年

ま
で
に
有
機
農
業
面
積
を
１
０

０
万
㌶
（
全
農
地
の
25
％
）
に

拡
大
、
推
進
す
る
こ
と
に
あ

る
。
現
在
の
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証

面
積
は
、
わ
ず
か
１
・
２
万
㌶

（
全
農
地
の
０
・
27
％
）
に
す

ぎ
な
い
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、

途
方
も
な
く
遠
い
道
の
り
に
思

え
る
の
は
、
私
だ
け
で
は
あ
る

ま
い
。

　
私
は
愛
媛
大
学
で
有
機
農
業

の
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
マ
メ

科
緑
肥
の
シ
ロ
ク
ロ
ー
バ
ー
を

裏
作
に
栽
培
す
る
だ
け
で
、
無

肥
料
で
水
稲
を
10
年
以
上
栽
培

で
き
る
こ
と
を
実
証
し
て
き

た
。
２
・
５
㌶
の
水
田
は
も
と

も
と
運
動
場
だ
っ
た
た
め
、
土

は
痩
せ
て
い
た
が
、
年
々
有
機

物
が
増
え
る
こ
と
で
土
壌
が
改

良
さ
れ
、
収
量
が
増
加
し
て
慣

行
栽
培
と
同
程
度
に
な
り
、
近

年
は
倒
伏
を
心
配
す
る
ほ
ど
に

な
っ
た
。
３
回
の
機
械
除
草
で

雑
草
問
題
は
解
決
し
、
温
湯
消

毒
で
病
気
は
皆
無
で
あ
る
。
生

態
系
が
高
度
に
維
持
さ
れ
、
ク

モ
や
カ
エ
ル
が
増
え
て
害
虫
の

多
発
も
な
い
。
食
味
品
質
も
高

く
、
「
エ
コ
え
ひ
め
」
認
証
を

受
け
、
「
愛
媛
大
学
の
安
心

米
」
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
や
学
内

で
販
売
し
て
い
る
。

　
こ
の
技
術
を
近
隣
の
50
㌶
規

模
の
農
業
法
人
が
導
入
し
、
通

常
の
２
〜
３
倍
以
上
の
販
売
価

格
で
取
引
し
て
い
る
が
、
生
産

が
追
い
つ
か
な
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。
日
本
に
は
高
く
て
も

購
入
す
る
消
費
者
が
確
実
に
い

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
欧
米
の

有
機
農
業
農
産
物
シ
ェ
ア
（
約

８
％
）
に
は
及
ば
な
い
。
こ
の

差
は
日
本
の
消
費
者
教
育
に
あ

る
と
考
え
る
。
消
費
者
は
農
業

現
場
を
知
ら
な
い
。
例
え
ば
、

施
設
園
芸
農
家
に
と
っ
て
果
菜

類
に
60
回
（
成
分
）
の
農
薬
を

散
布
す
る
こ
と
は
普
通
で
あ
る

が
、
消
費
者
が
そ
れ
を
聞
く
と

大
き
く
驚
く
。

　
米
国
や
ド
イ
ツ
の
有
機
栽
培

農
場
を
見
学
し
た
と
き
、
休
日

に
消
費
者
が
集
ま
り
、
農
家
か

ら
専
門
的
な
話
を
聞
き
、
麦
ま

き
を
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て

い
た
。
行
楽
を
兼
ね
て
自
分
た

ち
が
食
べ
て
い
る
野
菜
や
果

物
、
穀
類
、
肉
が
ど
の
よ
う
に

生
産
さ
れ
て
い
る
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
農
家
は
消
費
者

か
ら
の
厳
し
い
意
見
に
も
応
え

て
、
消
費
者
か
ら
絶
大
な
信
頼

を
勝
ち
得
て
い
た
。
日
本
で
も

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
行
わ

れ
て
い
る
が
数
は
少
な
い
と
思

う
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

の
発
達
に
よ
り
昨
今
、
バ
ー
チ

ャ
ル
な
交
流
が
増
え
た
。
し
か

し
、
農
業
体
験
は
体
を
動
か

し
、
五
感
で
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
納
得
で
き
、
強
い
信

頼
が
残
る
。
人
気
ラ
ー
メ
ン
店

や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
人
が
行
列
す

る
よ
う
に
、
各
農
家
が
環
境
保

全
や
持
続
性
、
品
質
に
対
す
る

こ
だ
わ
り
を
競
い
、
需
要
が
拡

大
す
る
時
代
が
来
る
こ
と
を
願

っ
て
や
ま
な
い
。

有
機
農
業

体
験
で
深
め
る
理
解
と
信
頼

斑点米カメムシ類被害

　
「
今
年
の
市
場
価
格
は
過
去
５
年
平
均
と
比
べ
て
下
回
る
月
は
な

く
、
１
２
０
％
の
月
も
あ
っ
た
。
質
の
高
い
花
を
し
っ
か
り
栽
培
し
た

い
」
と
話
す
の
は
、
静
岡
市
葵
区
有
永
町
で
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
30
㌃
を

ハ
ウ
ス
で
栽
培
す
る
遠
藤
弥や

す

宏ひ
ろ

さ
ん（
64
）。
高
圧
ナ
ト
リ
ウ
ム
ラ
ン
プ

を
使
用
し
て
天
候
不
良
時
も
花
芽
の
枯
死（
ブ
ラ
ス
チ
ン
グ
）を
防
ぎ
、

切
り
花
の
安
定
出
荷
を
実
現
。
生
産
組
合
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

市
場
の
信
頼
確
保
に
貢
献
し
て
い
る
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
中
止
な
ど
か
ら
収
入
が
減
少
し
た
が
、
今
年

は
イ
ベ
ン
ト
も
徐
々
に
再
開
し
、
売
り
上
げ
も
持
ち
直
し
傾
向
だ
。

米・ＥＵが撤廃・緩和
日本産食品の輸入規制

２面・総合

火災死を防ごう
住宅の防火対策

５面・すまいる

新連載
「近未来の食卓」

７面・営農技術・資材

過去の記事も読めます

農業共済新聞の過去
記事は、インターネ
ットの有料サイト
Ｇ - Search」や「日
経テレコン」で検索
・閲覧できます。

農
業
共
済
新
聞

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
が
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
）
を
活
用

く
だ
さ
い

異
常
な
災
害
の
頻
発
　
　
　
　
　

農
業
経
営
へ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を

バ
ー
チ
ャ
ル
よ
り

五
感
で
捉
え
て

　

農家の挑戦支える
特例なども充実

３面・収入保険

見るニュース見るニュース

２年連続で14万㌶超える

　
遠
藤
さ
ん
は
、
妻
と
30
代
の
長

男
、
母
の
４
人
で
作
業
す
る
。
三

つ
の
作
型
で
栽
培
し
、
８
月
に
定

植
し
て
11
〜
12
月
に
収
穫
、
９
月

静岡県農業経営士協会の花き部会長も
務める遠藤さん

70
歳
ま
で
に
は
長
男
㊧
に
継
承

す
る
予
定
だ
と
い
う

保温と加温組み合わせコスト削減

静岡市　遠藤 弥宏さん

コロナ禍 苦境乗り越えて

の
保
険
料
の
一
部
を
補
助
す
る
。

市
が
保
険
料
の
２
分
の
１
（
上
限

５
万
円
）
、
Ｊ
Ａ
が
上
限
１
万
円

で
、
合
計
の
上
限
は
６
万
円
に
な

る
。
遠
藤
さ
ん
も
今
年
の
加
入
分

の
保
険
料
補
助
を
受
け
た
。
「
や

は
り
補
助
が
あ
る
と
助
か
る
。
保

険
料
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
と
加
入

者
も
増
え
る
の
で
は
」
と
話
す
。

園
芸
施
設
共
済
に
も
加
入

　
「
花
き
は
販
売
が
景
気
に
左
右

さ
れ
る
う
え
、
近
年
は
台
風
で
毎

年
各
地
で
被
害
が
出
て
い
る
。
収

入
保
険
だ
け
で
な
く
、
園
芸
施
設

共
済
に
も
加
入
し
て
備
え
て
い

る
」
と
遠
藤
さ
ん
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
静
岡
の
佐
藤
宏
司

参
事
は
「
遠
藤
さ
ん
は
後
継
者
も

し
っ
か
り
し
て
お
り
、
自
然
災
害

や
景
気
動
向
も
常
に
気
に
か
け
て

い
る
。
こ
の
収
入
保
険
が
農
業
版

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の
一

助
と
な
れ
ば
と
考
え
る
。
経
営
努

力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
収
入
減
少

に
対
応
で
き
る
収
入
保
険
を
職
員

一
丸
と
な
っ
て
さ
ら
に
普
及
し
て

い
き
た
い
」
と
話
す
。

トルコギキョウ 優
れ
た
技
術
で
経
営
再
興

高
圧
ナ
ト
リ
ウ
ム
ラ
ン
プ
使
い
花
芽
の
枯
死
防
ぐ


